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お
り
ま
す
。
各
家
庭
で
も
最
低
一

会
員
の
皆
様
の
交
流
の
場
と

二
十
四
年
度
も
前
年
同
様
の

防
災
対
策
」
で
す
。
水
、
非
常

平
成
二
十
三
年
度
組
長
総
会
の
挨
拶
要
旨

日
吉
町
自
治
会

会
員
画
管
鴬
鐙
か
れ
そ
て
篤
鳳
霞
圏
騰
会
篭
墓
畷
窪
雛
鋪
て
：

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
三
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
①
新
入
孝
児
童
へ
の
祝
曹
叩
の
配
聯
一
（
一
八
名
）
②
東
日
本
義
援
金

の
募
集
（
一
、
九
三
七
、
八
○
○
円
）
③
防
災
関
係
で
は
飲
料
水
、
乾
パ
ン
等
の
備
蓄
品
の
購
入
④
近
隣
助

け
合
い
の
一
環
と
し
て
自
治
会
各
種
団
体
と
の
第
二
回
意
見
交
換
へ
罵
漂
墾
則
花
ポ
ケ
ッ
ト
へ
の
参
加
⑥
日

吉
町
公
会
堂
の
厨
房
改
修
工
事
⑦
綱
島
街
道
東
側
地
区
に
交
番
新
設
の
陳
情
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

齢
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「
東
急
電
鉄
発
祥
の
地
」

記
念
碑
に
つ
い
て

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社

社
長
室
広
報
部
広
報
課

柳
沢
成
行

東
京
急
行
電
鉄
の
前
身
「
東
京
横
浜
電

気
鉄
道
」
が
一
九
二
五
年
、
現
在
の
東
横

線
建
設
に
着
手
し
た
際
、
日
吉
～
新
丸
子

間
に
あ
っ
た
水
田
の
埋
め
立
て
の
た
め
に
、

最
初
に
買
収
し
た
土
取
り
場
（
横
浜
市
港

北
区
日
吉
二
丁
目
）
で
あ
っ
た
。

五
十
六
年
、
五
島
慶
太
会
長
（
当
時
）

に
よ
っ
て
「
社
員
に
創
業
精
神
を
浸
透
さ

せ
士
気
を
鼓
舞
す
る
」
と
い
う
意
味
を
込

め
て
建
設
さ
れ
た
。

記
念
碑
の
周
辺
は
創
立
五
十
周
年
を
機

東
急
電
鉄
発
祥
の
地
日
吉

東急電鉄発祥の地の碑

祥
一
記
念
碑
の
碑
文
一

東
急
電
蛾
発
祥
の
地

此
の
地
は
東
京
急
行
電
繊
の
前
身
た
る

旧
東
京
横
浜
電
繊
の
繊
道
建
設
第
一
着
手

と
し
て
日
吉
よ
り
新
丸
子
に
至
る
水
田
を

埋
立
て
る
も
の
大
正
十
四
年
一
月
十
日
土

取
場
と
し
て
最
初
に
買
収
し
た
土
地
で
あ

る
。
爾
来
東
京
横
浜
電
繊
は
幾
多
の
苦
難

を
経
つ
つ
総
社
員
と
株
主
の
努
力
に
依
っ

て
昭
和
七
年
三
月
三
十
一
日
渋
谷
桜
木
町

間
全
線
を
開
通
す
る
と
共
に
発
展
を
重
ね

て
今
日
の
大
東
急
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
。

戎
に
碑
を
建
て
こ
の
地
を
東
京
急
行
電
識

発
祥
の
地
と
し
て
永
く
記
念
す
る
も
の
で

あ
る
。

昭
和
三
十
一
年
一
月
吉
日

五
島
慶
太
撰
泉
原
全
栄
書

一
移
設
経
緯
を
記
す
説
明
板
の
文
面
一

に
一
Ｉ
吉
町
東
急
記
念
公
園
」
と
し
て

整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
創
業
八
十
周
年
を

迎
え
、
よ
り
多
く
の
社
員
の
目
に
触
れ
る

こ
と
で
創
業
精
神
を
伝
え
る
べ
く
、
東
急

教
習
所
へ
移
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上

「
東
急
電
鉄
発
祥
の
地
」
記
念
碑

こ
の
「
東
急
電
鉄
発
祥
の
地
」
の
記
念

碑
は
、
昭
和
三
十
一
年
一
月
に
五
烏
慶
太

会
長
発
意
の
も
と
、
束
横
線
着
工
時
の
土

取
場
跡
（
横
浜
市
港
北
区
日
吉
二
丁
目

二
十
七
番
地
）
に
、
創
業
糖
神
を
社
員
に

浸
透
さ
せ
、
士
気
を
鼓
舞
す
る
意
味
か
ら

建
立
さ
れ
た
。

そ
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
更

な
る
社
業
の
繁
栄
を
祈
念
し
、
平
成
十
五

年
二
月
、
こ
こ
東
急
教
習
所
内
に
移
設
す

る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
二
月
五
日

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社

ｌ
編
集
者
注
ｌ

こ
の
記
念
碑
は
、
も
と
も
と
、
日
吉
二

丁
目
二
十
七
番
地
に
あ
っ
た
「
東
急
記
念

公
園
」
と
い
う
小
公
園
に
あ
っ
た
が
、
平

成
十
三
年
閉
鎖
さ
れ
、
平
成
十
五
年
、
元

住
吉
駅
の
電
車
車
庫
西
側
に
あ
る
「
東
急

教
習
所
」
術
内
に
移
設
さ
れ
た
。

高
さ
四
～
五
メ
ー
ト
ル
は
あ
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
大
き
な
石
碑
と
、
碑
が
こ
の
場

所
に
移
設
さ
れ
た
経
緯
を
記
す
説
明
板
が

建
っ
て
い
る
。

矢
上
子
ど
も
会
石
井
広
子

四
月
十
五
日
（
日
）
に
第
二
回
植
樹
式

が
日
吉
公
園
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
Ｈ
ま
で
心
配
だ
っ
た
空
模
様
と
は

打
っ
て
変
わ
り
、
少
し
歩
く
だ
け
で
汗
ば

今
年
も
植
樹
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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八
十
人
と
い
う
大
人
数
で
と
て
も
賑
や
か

に
な
り
ま
し
た
。

先
ず
、
自
治
会
の
方
々
の
ご
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
今
年
も
卒
業
と
入
学
を
祝
う
意

味
で
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
と
ハ
ナ
モ
モ
が
子
供

達
の
手
で
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
治
会
の
方
々
が
朝
か
ら
一

生
懸
命
ご
用
意
下
さ
っ
た
、
お
に
ぎ
り
な

ど
で
昼
食
に
な
り
気
持
良
い
風
に
吹
か
れ

な
が
ら
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
各
自
自
由
に
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
、
森
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
紙
飛

行
機
で
、
子
供
達
は
楽
し
く
遊
び
ま
し
た
。

最
後
に
開
催
に
あ
た
り
ご
準
備
下
さ
っ

た
日
吉
町
自
治
会
の
方
々
に
感
謝
し
、
地

域
の
触
れ
合
い
を
一
層
大
切
に
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

植樹する子供達
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五
地
区
長

伊
藤
鈴
太
郎

多
く
の
子
供
達
が
集
ま
っ
て
行
わ
れ
た

今
年
の
日
吉
公
園
の
植
樹
式
、
植
え
ら
れ

た
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
と
ハ
ナ
モ
モ
が
し
っ
か
り

と
根
付
い
て
成
長
が
楽
し
み
だ
。

そ
れ
か
ら
二
十
日
後
、
こ
の
日
吉
公
園

で
歴
史
探
訪
同
好
の
仲
間
四
人
が
待
ち
合

わ
せ
を
し
て
古
墳
を
訪
ね
よ
う
と
い
う
計

画
を
た
て
た
。

行
先
は
、
先
ず
、
こ
の
公
園
の
す
ぐ
近

く
丘
の
東
端
に
存
在
し
た
日
吉
矢
上
古
墳

（
以
下
矢
上
古
墳
と
い
う
）
と
次
に
発
見

さ
れ
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
川
崎
蟹
ヶ
谷
古

墳
。

矢
上
古
墳
は
、
五
世
紀
中
頃
の
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
日
吉
公
園
に
は
竪
穴

式
住
居
や
横
穴
墓
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
付
近
に
は
、
貝
塚
も
確
認
さ
れ
て

お
り
、
縄
文
、
弥
生
か
ら
古
墳
時
代
、
そ

し
て
大
和
政
権
支
配
に
よ
る
律
令
制
奈
良

時
代
へ
と
当
地
方
も
連
綿
と
人
々
の
生
活

と
時
を
紡
い
で
き
た
の
だ
。

矢
上
古
墳
を
訪
ね
る
に
当
た
っ
て
、
今

日
の
仲
間
四
人
の
共
通
の
願
い
は
、
古
墳

の
存
在
し
た
場
所
を
特
定
し
た
い
と
い
う

こ
と
。
ま
ず
始
め
に
日
吉
公
園
内
の
案

内
看
板
を
参
考
に
す
る
の
だ
が
、
古
墳
の

横
浜
・
日
吉
歴
史
散
歩
（
八
）

方
角
位
置
力
解
り
に
く
い
尚
更
な
八
と

か
探
り
当
て
た
い
と
い
う
気
持
が
募
る
。

よ
う
や
く
こ
の
あ
た
り
で
あ
ろ
う
と
い

う
見
当
が
つ
い
た
。
そ
れ
は
『
日
吉
矢
上

古
墳
」
（
三
田
史
学
会
・
著
者
柴
田
常

恵
・
保
坂
三
郎
）
復
刻
版
に
記
載
さ
れ
て

い
る
「
日
吉
矢
上
古
墳
の
痕
跡
」
中
の
高

圧
線
鉄
塔
か
ら
の
方
角
・
距
離
が
ヒ
ン
ト

に
な
っ
た
。
現
在
そ
の
あ
た
り
は
宅
地
化

し
て
お
り
、
過
去
に
古
墳
が
存
在
し
た
こ

と
な
ど
全
く
想
像
が
つ
か
な
い
。

敢
え
て
古
墳
を
元
の
位
置
に
復
元
す
る

な
ら
ば
、
切
り
立
っ
た
崖
の
上
に
現
在
の

標
高
よ
り
も
何
米
か
高
く
吊
る
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
崖
が
削
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

矢
上
古
墳
に
ほ
と
ん
ど
知
識
の
な
い 土取工事後の日吉矢上古墳

三田史学会旧吉矢上古墳jより転戦

私
が
注
目
し
た
の
は
、
発
見
さ
れ
た
経
緯

が
ま
っ
た
く
の
偶
然
だ
っ
た
と
言
う
点
。

昭
和
十
一
年
十
月
八
日
、
慶
応
大
学
文

学
部
教
授
二
名
と
学
生
二
名
が
矢
上
谷
戸

貝
塚
を
見
学
し
た
帰
途
、
大
規
模
に
土
取

り
工
覗
の
場
所
に
さ
し
か
か
っ
た
。

こ
の
場
所
は
電
車
の
車
窓
か
ら
見
慣
れ

て
い
る
景
色
だ
っ
た
が
、
工
事
の
た
め
刈

り
取
ら
れ
た
雑
木
の
あ
と
に
古
墳
の
膨
ら

み
が
あ
ら
わ
に
な
り
、
専
門
家
の
目
に
は

そ
れ
が
何
で
あ
る
か
一
目
瞭
然
だ
っ
た
。

関
係
方
面
を
駆
け
ま
わ
っ
て
調
査
の
了
解

を
取
り
付
け
、
同
十
四
日
か
ら
十
五
日
の

二
日
間
で
発
掘
調
査
を
終
了
し
た
。
考
え

ら
れ
な
い
強
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
奈
良
明
日
香
村
の
高
松
塚

古
墳
は
、
発
掘
が
一
九
七
二
年
で
あ
る
。

当
時
大
学
院
生
で
発
掘
の
指
揮
を
と
つ日吉矢上古墳があったと日される現在地

た
著
者
の
保
坂
三
郎
１
１
易
の
後
数
回

現
地
を
訪
れ
、
住
居
杜
な
ど
も
確
認
し
た

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
か
ら
本
格
的
な
調

査
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
古
墳
の
下
に

住
居
杜
と
炉
吐
が
確
認
で
き
た
。

土
器
の
破
片
は
弥
生
式
で
あ
っ
た
。

昭
和
六
十
年
『
日
吉
矢
上
古
墳
・
復
刻

版
』
を
発
行
す
る
に
あ
た
っ
て
保
坂
三
郎

氏
は
半
世
紀
ぶ
り
に
矢
上
古
墳
を
訪
れ
た

が
、
そ
の
杜
を
探
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
。
そ
れ
ほ
ど
古
墳
跡
は
変
貌
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

古
墳
副
葬
品
銅
鏡
・
各
種
勾
玉
・
そ

の
他
玉
類
・
鉄
剣
・
た
け
櫛
・
埴
輪
の
破

片
ら
し
き
物
・
遺
骸
の
一
部
（
歯
冠
・
骨

辺
・
毛
髪
）
被
葬
者
は
三
十
歳
未
満
（
男

女
不
明
）
質
・
量
十
分
誇
れ
る
副
葬
品
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
五
年
、
国
の
重
要
文
化
財
指
定
。

次
に
尋
ね
た
川
崎
蟹
ヶ
谷
巡
跡
の
古
墳

は
六
世
紀
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
市
内
唯
一
の
前
方
後
円
墳
式
で
地
元

有
力
豪
族
の
墓
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。

今
後
五
年
を
か
け
て
調
査
す
る
。

武
蔵
の
国
司
を
め
ぐ
る
争
い
が
起
き
た

の
が
五
三
四
年
、
そ
の
後
こ
の
辺
り
、
橘

は
屯
倉
（
み
や
け
・
朝
廷
の
所
領
）
と
し

て
献
上
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
出
て
く
る
副

葬
品
に
よ
っ
て
は
、
大
和
政
権
と
の
か
か

わ
り
も
大
い
に
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
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五
月
一
三
日
（
日
）
薄
曇
の
肌
寒
い
朝

で
し
た
が
、
正
午
前
に
は
晴
れ
上
が
り
絶

好
の
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
参
加
者
が
多
く
、
用
意
さ
れ
た

椅
子
は
埋
め
尽
く
さ
れ
、
定
刻
、
横
山
総

務
部
長
の
司
会
で
開
会
し
ま
し
た
。

組
総
数
二
二
八
組
の
う
ち
出
席
者
二
三

名
委
任
状
提
出
者
一
五
九
名
に
て
総
会
は

成
立
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
会
長
よ
り
当
自
治
会
会
員
に
よ

る
、
東
日
本
大
震
災
義
援
金
、
振
込
総
額

の
報
告
と
お
礼
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
①

平
成
二
三
年
度
事
業
並
び
に
決
算
報
告
②

会
計
監
査
報
告
③
平
成
二
四
～
二
五
年
度

組
長
総
会
開
催

ダカ”．

惣蛎

組長総会風景

新
役
員
選
出
④
平
成
二
四
年
度
事
業
計
画

並
び
に
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
出
席
者
全

員
の
賛
同
を
得
て
、
四
議
案
は
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

詳
細
は
、
六
月
回
覧
の
「
平
成
二
三
年

度
日
吉
町
自
治
会
組
長
総
会
決
議
事
項
の

報
告
」
を
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

昨
年
よ
り
積
み
立
て
て
い
る
防
災
準
備
金

に
よ
り
、
災
害
時
の
備
え
を
強
化
し
て
い

ま
す
。平

成
二
三
年
度
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
合
算
収
支
概
況
は
次
の
通
り
で
す
。

収
入
の
部

会
費
六
四
二
万
円

補
助
金
四
八
○
万
円

家
賃
、
建
物
使
用
料
一
六
一
万
円

広
報
配
布
収
入
七
五
万
円

雑
収
入
二
一
万
円

支
出
の
部

巡
営
捜
二
七
四
万
円

事
業
識
一
九
九
万
円

保
険
料
、
借
損
料
三
八
万
円

防
災
準
備
金
九
○
○
万
円

次
い
で
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
去

る
二
月
急
逝
さ
れ
た
卜
部
ト
ミ
子
氏
の
生

前
の
功
績
を
称
え
る
と
共
に
、
永
年
に
わ

た
り
地
域
の
安
全
に
貢
献
さ
れ
、
こ
の
た

び
港
北
消
防
団
本
部
部
長
を
退
か
れ
た
桜

井
孝
雄
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
選
任
さ
れ
た
自
治
会
役
員
は
、
次

の
通
り
で
す
。

会
長
片
野
芳
昭

副
会
長
森
正
和

副
会
長
原
照
夫

第
一
地
区
長
板
垣
義
昭

第
一
地
区
副
地
長
深
瀬
富
子

第
二
地
区
長
森
茂

第
二
地
区
副
地
区
長
橋
爪
成
子

第
三
地
区
長
桜
井
政
幸

第
三
地
区
副
地
区
長
仲
田
慶
助

第
四
地
区
長
横
山
磯
港

第
四
地
区
副
地
区
長
石
田
太
一
郎

第
五
地
区
長
伊
藤
鈴
太
郎

第
五
地
区
副
地
区
長
竹
村
雅
男

第
六
地
区
長
渡
辺
正
義

会
計
池
田
妙
子

広
報
教
育
部
長
渡
辺
雅
弘

環
境
部
長
森
健

福
利
厚
生
部
長
加
藤
君
子

総
務
部
副
部
長
佐
世
三
佐
子

広
報
教
育
部
副
部
長
尚
橋
都

会
計
騰
査
村
田
恒
郎

会
計
鵬
査
鈴
木
克
己

尚
、
兼
任
業
務
は
次
の
通
り
で
す

◆
会
計
森
正
和
、
原
照
夫
（
兼
第
六
地

区
副
地
区
長
）
◆
道
路
交
通
部
長
森
茂

◆
安
全
管
理
部
長
桜
井
政
幸
（
兼
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
長
）
、
副
部
長
石
田
太

一
郎
◆
総
務
部
長
横
山
磯
港
、
副
部
長

☆
新
春
号
の
日
吉
地
蔵
尊
に
つ
い
て
の
記

事
の
中
で
「
東
急
電
鉄
発
祥
の
地
」
石
碑

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

公
会
堂
近
辺
に
は
、
今
は
昔
を
語
る
も

の
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
が
（
因
み
に
自
治

会
館
底
地
も
東
急
記
念
公
園
の
一
部
で
し

た
）
東
急
電
鉄
が
当
地
の
買
収
か
ら
始

ま
っ
た
と
の
歴
史
は
、
記
録
に
残
し
て
お

き
た
い
と
思
い
、
東
急
電
鉄
に
照
会
し
た

所
、
同
社
広
報
部
か
ら
ご
投
稿
頂
き
ま
し

た
。
現
在
元
住
吉
に
あ
る
「
東
急
教
習

所
」
の
柵
内
に
移
設
さ
れ
て
い
る
と
の
事

で
、
改
め
て
確
認
し
て
き
ま
し
た
が
、
創

業
者
五
島
慶
太
氏
の
東
急
電
鉄
発
展
を
願

う
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
石
碑
で
す
。

☆
自
治
会
役
員
は
、
会
長
は
じ
め
殆
ん
ど

の
方
が
再
任
さ
れ
、
体
制
と
し
て
は
大
き

な
変
化
も
な
く
、
新
年
度
に
入
り
ま
し
た
。

近
い
将
来
の
災
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

近
隣
同
士
の
強
い
緋
が
必
要
で
す
。
自
治

会
活
動
に
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

佐
世
二
佐
子
◆
レ
ク
じ
エ
Ｉ
ミ
ゾ
ョ
ン
担
型
’
一

仲
田
慶
助
、
橋
爪
成
子
◆
広
報
教
育
部
副

部
長
伊
藤
鈴
太
郎
（
兼
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
長
）
◆
福
利
厚
生
部
副
部
長
竹
村

雅
男
◆
環
境
部
副
部
長
渡
辺
正
義

一
編
集
，
後
記
一

編
集
，
後
記


